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　新年明けましておめでとうございます。

　昨年は、中央労福協の諸活動にご協力をいただき、ありがとうござ

いました。お陰様で、給付型奨学金制度の本格実施や生活困窮者自立

支援法の改正などで前進がありました。今年度も引き続き残された課

題の達成に向けて、教育費負担の軽減、貧困・格差の解消やセーフティ

ネットの拡充などをめざして取り組んでまいります。引き続きのご支

援、ご協力をお願い申し上げます。

　さて、中央労福協は本年、結成７０周年という節目の年を迎えます。これを機に、組織の枠

を超えて「福祉はひとつ」で結集した創生期の初心を思いおこすとともに、労働者福祉運動の

今日的な意義を明確にし、次の世代へと運動を継承していかなくてはなりません。このため、

10 年前に策定した「2020 年ビジョン」の検証、見直しの組織討議を行い、次の 10 年を見据え

たビジョンづくりに取り組みます。

　私たちは今、混沌とした時代や社会を生きています。貧困や格差はより深刻化し、社会の至

るところで分断が生じ、多様性を否定するような動きも強まっています。少子化、貧困の連鎖、

環境問題など、社会の持続可能性の危機はさらに高まっています。

　一方で、「誰ひとり取り残さない」という国連ＳＤＧｓの取り組みや、協同組合への期待の高

まりなど、新しい価値観への模索も始まり、地域共生社会に向けた地道な実践も広がりつつあ

ります。そして、この間の奨学金制度改善などの社会的運動、ライフサポート事業、生活困窮

者自立支援など広げてきた様々なネットワークは、私たちの大きな財産となっています。

　これらを次の運動にどうつなげ、超少子・高齢・人口減少や技術革新など社会の変化も見据

えつつ、連帯・協同を軸に据えた社会への展望をどう切り拓いていくのか。ぜひとも、様々な

場でご議論いただき、それらを集約しながら、確信をもってこれからの運動を進めていけるよ

うなビジョンを、みんなでつくり上げていきましょう！

労働者福祉中央協議会

会長　神津　里季生



　明けましておめでとうございます。

　日ごろの労福協運動に対するご理解とご協力に心から感謝申し上げます。

　２０１５年度より取り組んだ「奨学金問題」では、多くの方々の協力により国民の共感を呼び、大き

な世論となった結果、対象人数も少なく不十分である等、課題は残されているものの、日本で初めて「給

付型奨学金制度」が創設され、昨年４月から本格実施されました。今後とも、更なる教育費の負担軽減

や奨学金制度の改善などをめざし、様々な団体の皆さまとの幅広い運動を展開していかなければなりま

せん。

　また、労働者福祉運動を高知県下にて進めていく活動において、高知県の勤労者の生活向上をめざす

趣旨にて、連合高知・労金・全労済・労福協にて、高知県四団体連絡協議会を発足し、各団体との意見

交換の中で相互協力・共催等の検討、協力体制を構築し、労働者福祉運動を進めていくことを確認し、

活動を開始しました。

　高知県労福協は、働く者の「共助」から、ライフサポート事業の更なる活動を通じ「公助」への運動

へつなぎ、「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」をめざし、労働運動・協同組合運動・NPO・市

民運動等を結びつける「かすがい役」として、これからも皆様方と力を合わせ運動の前進に取り組みます。

　引き続き、労福協運動への参画とご支援をお願い申し上げます。

一般社団法人　高知県労働者福祉協議会　　

会長　折　田　晃　一　
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　明けましておめでとうございます。

　日本社会の現状をみると、雇用の劣化、格差の拡大、貧困の深刻化という流れは止っておらず、社会保

障や財政、地域社会そのものの持続可能性が脅かされるまでに至っています。政治状況は、発足後 6 年を

経過した安倍政権は、数の力を頼りとした強権的な運営に加え、公文書の隠蔽・改ざんなど民主主義のルー

ルそのものも投げ捨ててきており、政治の危機も深刻化しています。

　私たちは、このような厳しい情勢を踏まえ、すべての働く者が希望をもっていきいきと働き、誰もが安

心して暮らしていくことのできる持続可能で包摂的な社会の構築をめざしていきます。そのために、本年

も「すべての働く人たちの生活の底上げと格差是正」をめざす 2019 春季生活闘争、「安心して暮らせる社

会づくり・地域づくり」に向けた連合政策実現の運動、「民主主義を取り戻す」ため第 19 回統一地方選挙、

第 25 回参議院選挙の勝利をめざす政治闘争等々多岐にわたる課題に取り組んでいきたいと決意している

ところでございます。

　皆様方のこれまで以上の、連合高知の運動に対するご支援とご協力をお願い申し上げ、新年のごあいさ

つとさせていただきます。本年もよろしくお願いいたします。

日本労働組合総連合会　高知県連合会　

会長　折　田　晃　一　



　新年あけましておめでとうございます。

　皆様方には、ご家族と共に新春をお迎えのことと心からお喜び申し上げますと共に、

今年が幸せ多い年となりますようご祈念申し上げます。

　「四国ろうきん」は会員皆様の協力により預金・融資とも順調に伸びてきていますが、

収益は日銀のマイナス金利政策の長期化によりきびしい局面が当面続くと予想してい

ます。

　そのために、ありがとう祭り等による会員利用拡大とブロック営業・グループ改革・

事務改革等による経営効率の最大化を第 7 期中計に盛り込み事業を進めております。

全ての施策は会員サービスを低下させず事業存続していくためのものです。

　そして、金融業界では IT の進展により第 4 次産業革命とも言われる「キャッシュ

レス社会」への対応が急速に進んでいます。顧客利便性を最優先に情報収集・情報発

信を遅滞なく進めてまいります。

　私達は銀行とちがい「会員組織の金融機関」「働く仲間が作った福祉金融機関」で

あり、「ろうきん理念」のもと、今年も役職員一同、働く人達の金融面での生活応援

組織であることを肝に銘じ仕事をしてまいります。

　より一層のご理解とご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

２０１９年１月　

四国労働金庫　　　　　　　　

理事長　小　川　　　俊　

※商品の詳細については〈ろうきん〉へ 
お問い合わせください。 

※平日 9:00～15:00 

※事前に来店予約をいただけると、スムーズにご相談いただけます。 

くわしくは〈ろうきん〉へお問い合わせください。 

     【営業時間】 
平 日  9：00～17：00 

日曜日 10：00～17：00 
※休業日/毎週水曜日・祝日・年末年始 
(土・日曜日が祝日の場合は営業いたします) 

【営業時間】 
平  日  10：00～18：00 

土・日曜日 10：00～17：00 

※休業日/毎週土曜日・祝日・年末年始 
(日曜日が祝日の場合は営業いたします) 

 



　あけましておめでとうございます。

　旧年中は、全労済の運動に格段のご協力をいただきありがとうございます。あわただしい日々を離れ、

少しはリフレッシュできましたでしょうか。

　昨年は、7 月豪雨を皮切りに連続して台風に襲われ、さらに 6 月 18 日に大阪北部地震、9 月 6 日には北

海道胆振東部地震が発生し、298 名を超す尊い人命が失われました。全労済として 14 万件を超す被災受付

に対し、「非常事態宣言」を発して、一日も早い共済金のお支払いに全力を挙げているところです。地球全

体が地殻や気象の変動時期に入り、今後も地震、台風等の発生は続くと考えられます。私はしみじみ思う

のですが、全労済など「共助」による備えはもちろん必要なのですが、国に国民の生命と生活を守るとい

う当たり前の役割である「公助」をきちんと整備させる必要があります。阪神淡路大震災を機に成立した

被災者生活再建支援法は、私有財産を国が補償する画期的な法律ではありますが、最高補償でも 300 万円

という不充分なものにとどまっており、被災者が生活を維持・再建するに足る制度とはとても言えません。

全労済は「働くものの助け合い」としての本領を発揮すべく一層努力していきますが、同時に皆さんと一

緒に「公助の充実」を求める運動の一翼を担っていきたいと思います。

　私は、昨年から「三方よし」という近江商人の格言を全労済高知の運動において実践したいと申し上げ

てきました。「三方よし」とは「客よし。店よし。世間よし。」お客様に喜んでいただき、店も儲かり、社

会にも貢献できる、という意味です。今年は、これをさらに一歩進めたいと考えています。

　沖縄労金が提唱して大変いい制度を作ってくれました。「沖縄ゆめみらい基金」といいます。労金に定額

自動寄付の口座開設を呼び掛け、これを基金にして貧困に苦しむ皆さんの自立を支援するというものです。

全労済沖縄も新規契約 1 件につき 100 円、さらに整備工場代理店も入庫 1 台につき 100 円を基金に寄付し

ています。

　私は、これを全労済全体の制度として構築できないかと提起しています。例えば、組合員の皆さんには

割戻金の何割かを基金に寄付する契約をしていただく、全労済もそれに応じてその契約 1 件あたりいくら

という寄付をするというものです。どのような人々を支援対象にするかとか新規契約だけでなく既存契約

をどう扱うかとか制度の在り方も検討しないといけないし、システム改修が必要になったりするかもしれ

ません。でもとにかく早くスタートさせたいのです。

　「ゆめみらい基金」がなおいいのは、これが会員団体の皆さんとの討議の中で生まれたことです。「共助

のしくみ」を組合員の「共感」の中から発想し、形にしたことが素晴らしいと思うのです。全労済は、組

合員・協力団体の皆様が、「みずから作った組織＝生協」です。より、皆さんのニーズにあった共済制度を

構築し、より、皆さんに寄り添って存在する組織であり続けたいと思います。その原点に常に立ち返り、

皆様方とともに歩む一年としたいと思います。

　今年も、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全労済高知推進本部

本部長　山 﨑　秀　一　



　新年明けましておめでとうございます。皆様にとりまして希望に満ちた

よい年になりますように心からお祈り申し上げます。

　県生協連も皆様方のご協力により災害支援の取り組み、平和活動の取り組みなどを積極的に

行ってまいりました。労福協の活動に結集する皆様とともに知識の向上、生活の改善、文化の

向上など図るための諸行事や事業をとおして連携・連帯の輪を大きく広げる活動ができている

ことを心より厚く御礼申し上げます。

　さて私ども県生協連は 1959 年 1 月に発足して以来 60 年の節目を迎えます。亥年生まれの県

生協連も猪突猛進してまいりました。今後も会員の皆さんに依拠して事業と活動を展開してい

く所存です。どうぞよろしくお願いいたします。

　労福協機関紙「むすび」の読者の皆さん、そして皆さんを支えるご家族の皆さんの健康を祈

念して年頭の挨拶とさせていただきます。

高知県生協連　　　　　　

会長　西　山　　　武　

　「2018 ピースアクション in こうち」を 7 月高知市文化プラザかるぽーとで開催しました。

　しこくピースアクションリレーの平和の横断幕引継ぎの後、国連での核兵器禁止条約締結後のサー

ロー節子さんのインタビュービデオの紹介、その後に被爆ピアノ調律師の矢川光則さんのお話の後、ピ

アノ演奏と高知西高校放送部の生徒 3 名の朗読を交えたコンサートがスタートしました。

　プロの泉さんの華麗な演奏や高知大生の長屋さんが演奏を披露、中学 2 年の松村凛士郎さんが登場し、

MC を交えて会場は大いに盛り上がりました。ニューヨークでも活躍した鈴木さんの、思いをこめた自

作曲「ヒロシマ」を披露しました。最後は場内から起こったアンコールの声に応えて、鈴木さん、凛士

郎さんが迫力あるピアノ重奏を披露し、場内は手拍子に包まれました。イベント終了後には多くの方が

ステージに上がり、たくさんの傷のある被爆ピアノを触ったり、弾いたりして感慨深げにしている情景

が印象的でした。被爆から 73 年を経た被爆ピアノを中心に、音楽の楽しさを切り口に平和の大切さを

多くの人が感じ、考えることの出来たイベントでした。



　新年明けましておめでとうございます。日頃は高知県退職者連合（高退連）に対するご支援・ご

協力に衷心より感謝申し上げます。

　暮らしの総合支援（ライフサポート）の推進として、11 月 7 日中央東ライフサポートセンターの

設立総会が開催されました。香美市に事務所を構え、県中・東部地区の地域住民の支援活動に取り

組むこととなりました。すでに積極的に活動を展開している幡多ライフサポートセンターを参考に

して、関係者の努力に期待します。高退連としても労福協等とも連携を取りながら、積極的に関わっ

ていくこととします。

　高齢者を取り巻く医療・介護・年金等の社会保障制度は年々厳しさを増しており、今年 10 月に

は消費税が 10％になると安倍首相は明言しています。生活は今後ますます苦しくなることが想定さ

れます。消費税が正しく社会保障制度の充実に使われるかを、私たちは厳しく監視しなければなり

ません。そのためにも、４月に行われる統一地方選挙、７月の参議院選挙が非常に重要になります。

一人でも多くの人が投票に行き、日本の国が誤った方向に向かわないようにしなければなりません。

私たちだけではなく、子や孫の世代の為にも精一杯の努力をしましょう。

　高齢者が安全・安心に暮らせる社会の構築に向け、全国の仲間と連携して運動の充実発展に邁進

する所存です。

　本年もご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年１月

高知県退職者連合　　　　　　　

会　長　　國　弘　　　昭　



　新年あけましておめでとうございます。旧年中は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　クンペル高知は、お陰さまで設立 40 周年を迎えました。

　当組織は、中小企業で働く勤労者の皆様の福利厚生の充実と生活の安定、勤労意欲の向上を目

的とした会員制の互助組織です。

　各種共済金の給付や健康の維持増進に向けた検診助成、レクリエーション活動の助成、さらに

は南国市も加わったファミリーサポートセンター事業の受託など、多彩な事業を展開しています。

　今後も、大きな飛躍を期して 50 周年を目指し邁進してまいります。会員拡大や事業内容の充実

に向け、役員及び事務局スタッフが一丸となって取り組んでまいりますので、皆様方のこれまで

以上のご支援、ご協力の程、何とぞよろしくお願い申し上げます。

　皆様方にとりまして、今年が良い年でありますことを心から祈念しまして、新年のご挨拶とさ

せていただきます。

公益財団法人　　　　　　　　　　　

高知勤労者福祉サービスセンター　　

理事長　折　田　晃　一　





　2018 年 9 月 8 日（土）四国労働金庫高知営業本部７階研修室

にて、参加者 13 名で「労働者福祉カレッジ」を開催しました。

　主催者を代表して高知県労福協折田晃一会長の開会挨拶があ

り講義に入りました。

講義１「労働者福祉運動のこれまでとこれから」

　　　　　～連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会をめざして～

　　　　講師：中央労福協事務局長　花井圭子氏

講義２「ろうきん運動と推進委員会活動の役割について」

　　　　講師：労金運動推進アドバイザー　久松和彦氏

　　　 「労働組合と全労済」

　　　　講師：全労済高知推進本部事業推進部長　板谷学氏

の講義を受け、休憩後分散会を実施しました。

３グループに分かれた分散会では、講義１・２を受講して「ともに運動する主体」として何をするのか、

どのような活動をするのかの意見交換を行い、各グループよりの報告がありました。

　◎全労済の歴史が分かってよかった。

　◎労福協の成り立ちについて、初めて聞いたので勉強になりました。

　◎特にグループ討議が良かった。

　◎分散会では普段話さない内容だったので、相手の思いが分かって理解が深まりました。

次回は2019年 1月 26日（土）開催です。

アンケート抜粋

　参加者よりアンケート回答にて、良かったと感想もいただきました。



　 働きざかり世代の男性の死亡数が全国と比較して多い高知県では、日々の生活
の中で健康的な生活が習慣化する仕組みとして、「高知家健康パスポート事業」を
実施しています。
　 働きざかり世代の健康づくりには、１日の多くの時間を過ごす職場でも健康意識
を高めることが大切です。健康パスポートを、職場で働くみなさんの健康づくりのツー
ルとして活用しませんか。　

高知家健康パスポートに関する情報はこちらから
公式サイト　http://www.health-pass.pref.kochi.lg.jp/

＜お問い合わせ先＞

高知県健康政策部健康長寿政策課
〒780-8570　高知市丸ノ内１丁目2-20　県庁本庁舎４F

TEL.088-823-9675

健康パスポートを活用して
職場の健康づくりに取り組もう！ 高知県民

32,000人

大好評！　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

以上が利用しています　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

「健康経営」に健康パスポートを活用しよう！

職場の
定期健診

職場の健康づくり研修
メンタルヘルス研修など

+
職場のスポーツ大会
レクレーションなど

職場でも健康パスポートが取得できます！
ヘルシーポイントシールを３枚集めて職場の皆さんで申し込み！

︵
ど
ち
ら
か
１
枚
︶

※ポイントシールは、健康パスポート事業参加施設のほか、事前に主催者が申請をすることで職場の研修会やスポーツ大会でも取得できます。

ヘルシー・高知家・Pラーニング
ペーパー

まずはカンタンに1枚GET！

　読んで・理解して・学習のまとめを行うことで、
　ヘルシーポイントシール（緑１枚）を取得
　できます！職場の健康づくりにご活用ください。
こんな職場にオススメ！
・『健康づくり』を何からはじめて良いかわからない
・勤務時間や形態が各々違っていて集まる時間がとれない ※公式サイトから

　ダウンロードできます

※「健康経営」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

県では、誰もが働きやすく、従業員の方々が働き続けられる職場環境づくりを目指し、
「健康経営」に積極的に取り組んでいる企業を幅広く認証し、支援しています。

健康経営の取り組みを県が認証します！
高知県ワークライフバランス推進企業認証制度（健康経営部門）

　
■企業のイメージアップ（県HP等での紹介、認証マークの使用）
■認証企業対象の融資制度
■県建設工事競争入札参加資格審査における加点
■認証企業の従業員対象の金利優遇制度

認証のメリット

認証要綱や申請書類など、詳細は県庁雇用
労働政策課HPをご確認ください。
（http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/

151301/2018020800034.html）

認証要件

○職場での健康パスポートの取得促進

○従業員の受動喫煙防止のための取り組み

○健康経営に取り組むことの経営者の意思表示・発信

○職場の定期健診の実施　　など

高知家健康パスポートアプリでさらに楽しく！
アプリでヘルシーポイントをGetしよう！
・１日8,000歩（65歳以上は6,000歩）歩くとブルーのヘルシーポイントをGet！
・３日分の朝晩の血圧または体重測定の記録でグリーンのヘルシーポイントをGet！
・貯まったポイントはシールとの交換やプレゼントキャンペーンへの申し込みが可能
・所有するパスポートランクを表示でき、表示画面の提示で参加施設の特典を受けられる

① 参加施設で料金割引やプレゼントなどのおトクなサービスが受けられます！
② 健康にいいことを実践してシールを集めると豪華賞品が当たります！
③ 特典が受けられる市町村の健康づくり事業に参加できます！
④ シールを集めるとパスポートがランクアップ！参加施設のサービスがますますおトクになります！
⑤ パスポートランクアップ者限定のプレゼント抽選があります！

健康パスポートを取得するとおトクがいっぱい！ このステッカーや
ポスターが目印！





確定申告無料相談会のお知らせ

　毎年好評を得て開催いたしており

ます確定申告無料相談会を今年度も

高知県退職者連合、連合高知、四国

労働金庫と協力し、森本倫光税理士

事務所のご指導を得ながら右記要領

で開催いたします。

　年々参加者が増えている関係で全

会場とも予約制と定員を設けさせて

いただきますので、ご了承ください。

（※なお譲渡所得と事業所得について

の申告は、お取扱いしておりません。）

記

1．�開催日時（高知は午前9時30分から午後3時まで）

2．申込先　いずれの地区も高知県労福協へ
　　ＴＥＬ 088-824-3583又は 088-824-5533

3．受付期間　2019 年1月10日（木）～1月17日（木）
　　　　　　　　午前 9時～午後 5時まで

・�受付開始直後は電話が集中し、話し中でご迷惑をおかけす

る場合があります

・�受付期間中でも定員になり次第、予告なく受付を終了させ

ていただきます

安芸地区　2019年2月4日（月）午前10時～午後３時まで
会　場：四国労働金庫安芸支店 2階【定員 30 名】

須崎地区　2019年2月1日（金）午前10時～午後３時まで
会　場：四国労働金庫須崎支店 2階【定員 30 名】

高知地区　2019 年 2月 5日（火）～ 2月 6日（水）
会　場：高知会館　飛鳥【定員 60 名（両日とも）】

南国地区　2019 年2月7日（木）午前10時～午後３時まで
会　場：四国労働金庫南国支店 2階【定員 30 名】



認知症の基礎知識と
認知症予防のヒント

～音楽で脳を活性化～

１/１９(土)
受 付13:30～
開 始14:00〜
(16：00 終了予定)

講師紹介
（一社）高知県労働者福祉協議会

TEL: 088-824-3583 FAX：088-875-4887

■音声の録音・パワーポイントの撮影・動画撮影はご遠慮ください。

問い合わせ

高知会館３階 飛鳥
(高知市本町５-６-４２)

場所

参加費

無料 （定員８０名）

申込締切

2019.1.11（金）１７時まで

※裏面に参加申込書あり

２０１９年

◆長崎県佐世保市出身。武蔵野音楽大学ピアノ科卒業。絶対音感を持つピアニストとして約3000曲のレパートリーを持つ。
これまでに認知症患者のための「音楽療法コンサート」、認知症予防教室「音がく健康塾」、など様々な活動を手掛けてい
る。また、脳科学から見た音楽の重要性についての研究「音楽療法による認知症ケアの統計学的データ検証」発表、うつ病、
ストレス、離職対策の音楽を効果的に使ったメンタルヘルスケア講演など多数行い好評を得ている。「音楽レクリエーショ
ン指導士」をはじめとする人材育成と、音楽を社会に役立てていくためのさらなる活動を進めている。

堀口 直子（ほりぐち なおこ）
【プロフィール】
一般社団法人日本音楽レ・クリエーション指導協会 理事長
株式会社アリアミュージックオフィス 代表取締役
東京国際芸術協会会員／認知症高齢者研究所研究員
／認知症予防音楽ケア体操指導員／介護予防指導員／ヘルパー2級



（一社）高知県労働者福祉協議会　行

ＦＡＸ：０８８－８７５－４８８７

 e-mail：kochirf@shirt.ocn.ne.jp

「認知症の基礎知識と認知症予防のヒント」研修会

参 加 申 込 書

（2019 年1月19日㈯開催）

氏
ふり

　　　　　名
がな

氏
ふり

　　　　　名
がな

【申込先】

　（一社）高知県労働者福祉協議会

〒780―0870 高知市本町4丁目１―３２

TEL：088―824―3583

FAX：088―875―4887

担当：井上・武市

申込団体等（　　　　　　　　　　　　　　　　）


